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2つくばみらい市議会だより※表紙写真：おもちゃ病院ピノキオの皆さま

おもちゃ病院
ピ ノ キ オ

市議会
Ｑ
　
い
つ
頃
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

Ａ　

平
成
22
年
３
月
、社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域

回
帰
事
業
の
一
環
と
し
て
、日
本
お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
「
お
も
ち
ゃ

病
院
ピ
ノ
キ
オ
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　

現
在
、「
お
も
ち
ゃ
病
院
ピ
ノ
キ
オ
」

は
16
名
の
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
が
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
修
理
取
扱
件
数
は
３
，
３
０
０
件
を
超

え
て
い
ま
す
。
依
頼
者
は
市
内
在
住
の
方

だ
け
で
な
く
、
遠
方
か
ら
修
理
を
依
頼
さ

れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
　
　

活
動
は
、
毎
月
３
か
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。
第
１
・
第
３
土
曜
日
は
「
伊
奈
公
民

館
」、
第
２
金
曜
日
は
「
セ
イ
ワ
楽
器
き

ら
く
や
ま
す
こ
や
か
福
祉
館
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
」、
第
１
月
曜
日
は
「
お
や
こ
・

ま
る
ま
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
、
い

ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
第
１
月
曜
日
が
祝
祭

日
の
場
合
は
、翌
週
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

拠
点
と
な
る
伊
奈
公
民
館
の
館
長
、
職

員
の
皆
様
に
は
色
々
な
面
で
ご
配
慮
を
頂

き
会
員
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
方
が
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

Ａ　

会
員
の
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ

れ
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
職
業
や
得

意
分
野
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
　
　

ま
た
、
平
成
26
年
10
月
に
も
開
催
さ
れ

た
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座
」
を

き
っ
か
け
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
会
員
も
い
ま
す
。

　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
持
つ
メ
ン
バ
ー

　

今
回
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
、
活
動
し
て
い
る
「
お
も

ち
ゃ
病
院
ピ
ノ
キ
オ
」
の
高た

か

野の

裕ひ
ろ

三ぞ
う

会
長

を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

おもちゃの修理風景

修理が完成しておもちゃを
取りに来た親子
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が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
持

ち
寄
り
、「
ど
う
す
れ
ば
直
せ
る
だ
ろ
う
」

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と

つ
の
大
切
な
お
も
ち
ゃ
と
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
現
在
の
活
動
で
、
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

Ａ　

近
年
の
お
も
ち
ゃ
は
IC
集
積
回
路
の
基
盤

修
理
等
で
難
し
い
、
ま
た
は
分
解
で
き
な

い
構
造
の
お
も
ち
ゃ
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

そ
の
た
め
、
経
験
や
知
識
を
深
め
る
た

め
に
他
市
の
お
も
ち
ゃ
病
院
な
ど
へ
出
向

き
、
お
も
ち
ゃ
が
ど
の
よ
う
な
構
造
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
学
ん
だ
り
、
修
理
方

法
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
実
際
の
修
理
に
際
し
て
は
、
メ

ン
バ
ー
同
士
で「
ど
う
す
れ
ば
直
せ
る
か
」

を
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
修
理
方
法
や
手
順
を
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
現
在
の
活
動
で
、
今
後
の
課
題
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

Ａ　

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

新
し
い
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

特
に
、
若
い
世
代
の
方
々
に
も
、
お
も

ち
ゃ
の
修
理
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、「
お
も
ち
ゃ
病

院
ピ
ノ
キ
オ
」
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

修
理
を
依
頼
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
、
そ
の

お
も
ち
ゃ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
出
や
大
切

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

と
、「
何
と
し
て
も
ご
希
望
に
沿
っ
た
状

態
に
回
復
さ
せ
、
お
返
し
し
た
い
」
と
い

う
強
い
思
い
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　
　
　

そ
し
て
、
無
事
に
修
理
を
終
え
、
お
も

ち
ゃ
を
お
返
し
し
た
際
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
笑
顔
を
拝
見
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の

疲
れ
も
吹
き
飛
び
、
自
分
自
身
の
喜
び
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
「
ま
た
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を

新
た
に
で
き
る
こ
と
が
、
こ
の
活
動
を
続

け
る
う
え
で
一
番
の
喜
び
で
す
。

茨城県社会福祉協議会からいただいた感謝状

メンバーの方たち

おもちゃの修理風景

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
者　

中
山　

治
・
直
井 

高
宏
）
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つ
く
ば
み
ら
い
市
の

　
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
●
第
３
回
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

　
　
市
長
提
出
案
件	

27
件

　
　
議
員
提
出
案
件	

４
件

	

計
31
件

第
３
回
定
例
会　
８
月
27
日
〜
９
月
18
日

	

（
23
日
間
）

議
案
審
議

令
和
７
年
度
決
算
を
審
査
し
ま
し
た

ここに注目
　
今
定
例
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
６
号
、
議
案
第
45

号
及
び
議
案
第
46
号
に
つ
い
て
、
９
月
８
日
、
９
日
及
び
10
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
令
和
７
年
度
の
決
算
を
全
て
認
定
し
ま
し
た
。

◎
令
和
７
年
度
の
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
額
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計
歳入決算額 302億7,532万6,124円
歳出決算額 290億4,011万8,875円

国民健康保険特別会計
歳入決算額 42億3,473万5,938円
歳出決算額 41億6,804万3,654円

後期高齢者医療特別会計
歳入決算額 8億9,023万7,403円
歳出決算額 8億9,022万1,269円

介護保険特別会計
歳入決算額 45億3,889万2,896円
歳出決算額 41億8,922万6,277円

水道事業会計

収益的収入 16億1,428万6,564円
収益的支出 16億1,459万6,893円
資本的収入 2億5,448万4,531円
資本的支出 5億7,499万6,634円

下水道事業会計
（公共下水道）

収益的収入 18億3,830万6,085円
収益的支出 16億1,605万1,661円
資本的収入 10億9,265万8,205円
資本的支出 15億3,716万5,800円

水道事業会計剰余金の処分
当年度未処分利益剰余金 364万4,222円

下水道事業会計剰余金の処分
当年度未処分利益剰余金 6億341万2,091円

※水道事業会計及び下水道事業会計の資本的収支の不足分は、積立金などで補てんしました。
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政
務
活
動
費
と
は
、
議
員
が
市
政
に
関
す
る
調
査
・
研
究
や
政
策
立
案
な
ど

の
活
動
を
行
う
た
め
に
、
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
使
途
に
限
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

政
務
活
動
費
と
は

発
議
第
５
号

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の

　
全
部
改
正
に
つ
い
て

諮
問
第
１
号

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

Pick up2
「
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」を

全
部
改
正
し
ま
し
た

Pick up1
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
本
市
議
会
に
お
い
て
会
派
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
し
て
も
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他

の
活
動
を
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
会
派
に
対
し
て

政
務
活
動
費
を
交
付
す
る
制
度
に
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
改
正
を
要

す
る
条
項
が
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
議
員
か
ら
条
例
の
全
部
改
正

案
が
発
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
新
条
例
は
令
和
８
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

・
政
務
活
動
費
を
、
会
派
に
対
し
交
付
す
る
こ
と
と
定
め
ま
し
た
。

・
政
務
活
動
費
の
交
付
額
を
、一
人
当
た
り
月
額
３
万
円
と
定
め
ま
し
た
。

・
会
派
は
、
交
付
を
受
け
た
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、
適
正
か
つ
透
明
性

を
確
保
し
た
運
用
に
努
め
る
旨
を
明
文
で
定
め
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
意

見
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　
　
　

陽
光
台　

黒く
ろ
さ
わ澤　
曻の

ぼ
る 

（
新
任
）
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つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
は
、
令
和
８
年

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、「
非
核
三
原
則

を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、衆
参
両
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
及
び
防
衛
大
臣
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

発
議
第
３
号

　
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め
る

　
意
見
書

非核三原則の堅持を求める意見書
　非核三原則「核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず」は、昭和 42（1967）年に当時の佐
藤栄作内閣総理大臣が国会で表明し、昭和 46（1971）年には衆議院においてその遵守に関す
る決議が可決されて以来、我が国の国是として位置付けられ、歴代内閣によって堅持されてきた。
　また、我が国は世界で唯一の戦争被爆国として「核兵器のない世界」の実現を希求し、平成
６（1994）年以降、毎年国連総会へ核兵器廃絶決議案を提出し続けている。国際社会の場にお
いても非核三原則を堅持する立場を公式に表明し、我が国ひいてはアジア太平洋地域の平和と
安定に極めて重要な役割を果たしてきた。
　しかしながら、近年の緊迫する国際情勢や我が国の安全保障政策を巡る議論の中で、一部に
非核三原則の見直しを懸念する声がある。核兵器を取り巻く安全保障環境が一層厳しさを増す
今日だからこそ、非核三原則は我が国と地域の安定を築く基盤として、今後も確実に守られる
べきものである。
　広島・長崎の惨禍を二度と繰り返さないため、被爆の実相を後世に伝えつつ、非核三原則を
堅持して「核兵器のない世界」の実現に向けた取組を着実に積み重ねていくことは、我が国の
不変の使命である。被爆者の「こんな思いを他の誰にもさせてはならない」という切実な願いは、
国民共通の願いとして受け継いでいかねばならない。
　よって、国会及び政府におかれては、核兵器のない平和な世界の実現を願う被爆地をはじめ
とする国民の思いを厳粛に受け止め、今後とも非核三原則を堅持されるよう強く求める。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　　令和８年８月 27 日

　　衆議院議長　　　森　英介 様	 参議院議長　　関口 昌一 様
　　内閣総理大臣　　高市 早苗 様	 外務大臣　　　茂木 敏充 様
　　防衛大臣　　　　小泉 進次郎 様

茨城県つくばみらい市議会

Pick up3
「
非
核
三
原
則
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
」
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
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令和８年第３回定例会　議決一覧表令和８年第３回定例会　議決一覧表

議案番号 議　案　名 結　果

報告第 12号 健全化判断比率等の報告について 報　告

報告第 13号 令和７年度つくばみらい市一般会計継続費精算報告書について 報　告

報告第 14号 令和７年度つくばみらい市水道事業会計継続費精算報告書について 報　告

報告第 15号 令和７年度つくばみらい市下水道事業会計継続費精算報告書について 報　告

承認第 6 号 専決処分の承認を求めることについて（第６号） 承　認

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　任

議案第 42号 つくばみらい市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 43号
つくばみらい市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び
つくばみらい市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

原案可決

議案第 44号 つくばみらい市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決

議案第 45号 令和７年度つくばみらい市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 46号 令和７年度つくばみらい市下水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 47号 財産の取得について
（０８単学　みらい平中学校備品購入（校舎家具・カーテン）） 原案可決

議案第 48号 財産の取得について
（０８単学　みらい平中学校備品購入（机椅子（生徒用・体育館用））） 原案可決

議案第 49号 財産の取得について
（０８単学　みらい平中学校備品購入（電子黒板・校務用 PC）） 原案可決

議案第 50号 財産の取得について
（０８単学　みらい平中学校備品購入（電化製品・消耗品・共用環境備品）） 原案可決

議案第 51号 財産の取得について
（０８単学　みらい平中学校教材備品購入（文系・理系・技能系科目）） 原案可決

議案第 52号 令和８年度つくばみらい市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 53号 令和８年度つくばみらい市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 54号 令和８年度つくばみらい市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 55号 令和８年度つくばみらい市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 56号 令和８年度つくばみらい市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

※議決結果のみを掲載していますので、議決するに当たって議論された内容については、
YouTube での動画配信や後日公開予定の会議録をご覧ください。



8つくばみらい市議会だより

認
定
第
１
号
…
…
…
…
…
…

　

令
和
７
年
度
つ
く
ば
み
ら
い

市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

【
反
対
討
論
】

　
　
古
川 

よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】

　
　
伊
藤 

正
実 

議
員

【
賛
成
討
論
】

　
　
松
本 

譲
二 

議
員

認
定
第
２
号
…
…
…
…
…
…

　

令
和
７
年
度
つ
く
ば
み
ら
い

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
　
古
川 

よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】

　
　
松
本 
譲
二 

議
員

修
正
動
議
…
…
…
…
…
…
…

　

発
議
第
５
号
「
つ
く
ば
み

ら
い
市
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
全
部

改
正
に
つ
い
て
」
に
対
す

る
修
正
動
議

【
反
対
討
論
】

　
　
豊
島　
葵 

議
員

【
賛
成
討
論
】

　
　
小
林 

芳
子 

議
員

発
議
第
５
号
…
…
…
…
…
…

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
政
務
活

動
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
　
古
川 

よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】

　
　
飯
村 

裕
一 

議
員

【
反
対
討
論
】

　
　
中
山　
治 

議
員

【
賛
成
討
論
】

　
　
直
井 

誠
巳 

議
員

第
３
回
定
例
会

討

論

議案番号 議　案　名 結　果

認定第 1 号 令和７年度つくばみらい市一般会計決算認定について 認　定

認定第 2 号 令和７年度つくばみらい市国民健康保険特別会計決算認定について 認　定

認定第 3 号 令和７年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計決算認定について 認　定

認定第 4 号 令和７年度つくばみらい市介護保険特別会計決算認定について 認　定

認定第 5 号 令和７年度つくばみらい市水道事業会計決算認定について 認　定

認定第 6 号 令和７年度つくばみらい市下水道事業会計決算認定について 認　定

発議第 3 号 非核三原則の堅持を求める意見書 原案可決

発議第 4 号 つくばみらい市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

発議第 5 号 発議第5号「つくばみらい市政務活動費の交付に関する条例の全部改正について」
に対する修正動議（発議者：中山治議員、小林芳子議員） 否　決（修正案）

発議第 5 号 つくばみらい市政務活動費の交付に関する条例の全部改正について 原案可決（原案）
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■
期　

日　
令
和
８
年
７
月
７
日
・
８
日

■
視
察
先　

秋
田
県
大
仙
市
、

　
　
　
　
　
秋
田
県
横
手
市

■
出
席
者
　
10
人

■
内　

容
　「
会
派
制
に
よ
る
議
会
運
営

及
び
ル
ー
ル
に
つ
い
て
」
の
調
査
を

目
的
に
、「
会
派
制
の
基
本
的
な
流
れ
、

ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
、
会
派
制
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
や
課
題
等
に
つ
い
て
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
」
等
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

八尾市での視察風景

大仙市での視察風景

行

政

視

察

行

政

視

察

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で
は
、
議
会
運
営
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
会
派
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
会
派
と
は
、
議
員
が
政
策
や
考
え
方
を
共
有
し
、
議
会
活
動
を
行
う
た

め
に
結
成
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
会
派
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
調
査
・
研

究
や
先
進
地
視
察
を
実
施
す
る
な
ど
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
導
入
に
向
け

た
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
会
派
制
の
導
入
に
よ
り
、
議
員
間
で
の
政
策
課
題
や
市
政
に
関
す
る
情

報
共
有
が
深
ま
り
、
よ
り
活
発
な
議
論
や
具
体
的
な
政
策
提
言
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、
よ
り

開
か
れ
た
活
力
あ
る
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会　
派　
名

所
属
議
員
（
○
印
は
代
表
）

葵

誠

会

○
豊
島　
葵
、
直
井
誠
巳
、
鐘
ケ
江
礼
生
奈
、

　
伊
藤
正
実
、
松
本
譲
二
、
吉
田
稔
之
、

　
マ
ク
キ
ム
洋
子
、
中
島
督
仁

清
流
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

○
飯
村
裕
一
、
髙
木
寛
房
、
直
井
高
宏
、

　
前
嶋
竜
乃
介

公
明
み
ら
い

○
岡
本
昌
弘
、
本
間
真
由
美

市
民
と
共
に
歩
む
会

○
中
山　
治
、
小
林
芳
子

日
本
共
産
党

○
古
川
よ
し
枝

■
期　

日　
令
和
８
年
７
月
29
日
・
30
日

■
視
察
先　

大
阪
府
寝
屋
川
市
、

　
　
　
　
　
大
阪
府
八
尾
市

■
出
席
者
　
７
人

■
内　

容　
「
議
会
広
報
紙
に
お
け
る
情

報
の
さ
ら
な
る
可
視
化
に
つ
い
て
」
の

調
査
を
目
的
に
、「
議
会
広
報
紙
の
作

成
の
際
に
特
に
意
識
、
工
夫
さ
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
、
議
会
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
受
賞
に
当
た
り
、
評
価
さ
れ
た
点
に

つ
い
て
」
等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
に
お
い
て

行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
行
政

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
派
制
を
導
入
し
ま
し
た
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
11
人
　
　
質
問
24
項
目

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
、
各
議
員
の
一

般
質
問
の
様
子
が
動
画
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
伊
藤
議
員

　
現
在
の
状
況
と
更
な
る
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
候
補
や
、
新
た
な
広
告
の
方
法

と
掲
載
場
所
の
開
発
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
こ
の
１
年
間
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
い
、
結
果
が
得
ら
れ
た
の
か
併
せ

て
伺
う
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
を
増
や
す
方
法
と
し
て
、

現
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
紹
介
し
て
も
ら
う

方
法
は
ど
う
か
。
紹
介
割
制
度
を
創
設

し
、
紹
介
者
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料

を
割
り
引
く
な
ど
の
手
法
を
提
案
す
る
。

更
に
、
ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ラ
ッ
ピ
ン

グ
号
へ
の
広
告
掲
載
に
よ
る
方
法
も
提

案
す
る
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
募
集
対
象

の
13
施
設
中
８
施
設
に
ス
ポ
ン
サ
ー
が

つ
き
年
間
３
８
１
万
円
の
収
入
、
橋
の

愛
称
募
集
は
80
か
所
中
58
か
所
に
応
募

が
あ
り
累
計
１
０
２
万
円
の
収
入
と

な
っ
た
。
す
で
に
多
く
の
市
内
事
業
者

に
協
力
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｒ
活
動
先
の
固

定
化
や
ス
ポ
ン
サ
ー
決
定
数
の
伸
び
悩

み
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
提
案
型
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

広
告
収
入
は
、
昨
年
度
全
体
で
約

３
０
０
万
円
の
収
入
と
な
っ
た
。
新
た

に
、
ト
イ
レ
内
へ
の
名
刺
サ
イ
ズ
広
告
、

伊
奈
庁
舎
正
面
玄
関
前
の
屋
外
用
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の

協
賛
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
議
員
か
ら
今
回
提
案
の
あ
っ
た
、現
ス

ポ
ン
サ
ー
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
割
引
制

度
、み
ら
い
り
ん
ぞ
う
の
公
用
車
ラ
ッ
ピ

ン
グ
な
ど
は
有
効
な
方
法
と
考
え
る
。引

き
続
き
様
々
な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
み
ら
い
平
地
区
に
お
け
る
交
通
安

全
対
策
の
た
め
の
ミ
ラ
ー
、
信
号

機
、
道
路
標
示
、
注
意
看
板
の
設

置
に
つ
い
て

　
☆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

伊藤　正実

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
広
告
に
よ
る

増
収
に
つ
い
て
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吉田　稔之

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
の

普
及
促
進
と
加
入
支
援
に
つ
い
て

飯村　裕一

調
整
池
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

●
吉
田
議
員

　
農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
は
、
自
然

災
害
な
ど
を
含
む
総
合
的
な
収
入
減
少

を
補
償
し
、
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
に
備

え
る
保
険
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
農
業
共

済
組
合
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
制
度

周
知
と
加
入
促
進
を
図
っ
て
き
た
が
、

本
市
に
お
け
る
収
入
保
険
制
度
の
普
及

促
進
の
取
組
・
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
保
険
加
入
に
は
、
農
作
物
共
済

な
ど
と
比
べ
る
と
多
額
の
保
険
料
負
担

を
伴
う
。
保
険
料
の
一
部
負
担
を
実
施

す
る
他
自
治
体
の
実
態
調
査
と
併
せ
、

支
援
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
本
制
度
に
つ
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
す
る
ほ
か
、
担
当
課
や
市
農
業

再
生
協
議
会
に
案
内
チ
ラ
シ
を
設
置
し
、

農
業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
案

内
す
る
な
ど
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、本
制
度
は
任
意
の
保
険
制
度

で
あ
り
、ま
た
他
産
業
に
お
い
て
も
経
営

リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
保
険
等
へ
加
入

し
て
い
る
事
業
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、特

定
分
野
の
み
へ
の
公
費
の
投
入
に
つ
い

て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

農
業
全
体
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が

る
施
策
を
優
先
し
て
お
り
、
現
時
点
で

は
収
入
保
険
の
掛
け
金
に
対
す
る
市
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
な

い
が
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
他
自
治
体
の
取
組
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
農
業
者
が
安
心
し
て
経
営
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
飯
村
議
員

　
調
整
池
に
つ
い
て
、
平
常
時
に
は
地

域
の
新
た
な
資
源
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
と
考
え
る
。
治
水
機
能
を
確
保
す

る
こ
と
を
大
前
提
と
し
な
が
ら
、
公
園

や
地
域
交
流
、
防
災
・
環
境
学
習
、
生

物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
調
整
池
の
改

修
や
周
辺
整
備
な
ど
の
機
会
も
捉
え
な

が
ら
、
地
域
住
民
、
民
間
事
業
者
、
教

育
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
本
市
に
お
け

る
「
調
整
池
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」
の
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
を
具

体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
伺
う
。

●
都
市
建
設
部
長

　
「
調
整
池
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
考
え
方
は
、
調
整
池
を

単
な
る
雨
水
貯
留
施
設
と
し
て
で
は
な

く
、
治
水
機
能
を
確
保
し
た
上
で
、
地

域
住
民
、
民
間
事
業
者
、
教
育
機
関
と

い
っ
た
多
様
な
主
体
が
関
わ
り
な
が
ら
、

防
災
、
環
境
、
教
育
、
交
流
な
ど
の
新

た
な
地
域
価
値
を
創
出
す
る
も
の
と
理

解
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
有
意
義
な
視
点
と
考

え
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
活
用
に
当

た
り
、
豪
雨
時
の
安
全
確
保
や
貯
留
機

能
へ
の
影
響
を
最
優
先
と
し
、
施
設
の

構
造
、
周
辺
環
境
、
利
用
者
の
安
全
、

維
持
管
理
に
か
か
る
負
担
や
費
用
な
ど

を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
調

整
池
の
改
修
や
周
辺
施
設
の
整
備
な
ど

の
機
会
を
捉
え
、
関
係
部
局
や
多
様
な

主
体
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
活
用
の

可
能
性
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
忍

者
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
（
仮
）」
な
ど
の
新

た
な
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
と

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
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岡本　昌弘

胎
児
心
エ
コ
ー
検
査
に
よ
る
先
天
性
心
疾
患

の
早
期
発
見
と
妊
婦
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

小林　芳子

公
共
施
設
の
設
備
管
理
に
つ
い
て

●
岡
本
議
員

　
先
天
性
心
疾
患
は
１
０
０
人
に
1
人

の
割
合
で
発
生
し
、「
胎
児
心
エ
コ
ー
検

査
」
に
よ
る
早
期
発
見
は
適
切
な
分
娩

計
画
や
出
生
直
後
の
迅
速
な
治
療
に
つ

な
が
る
。

　
し
か
し
、
本
検
査
は
自
費
診
療
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
経
済
的
な
理
由
で

受
診
機
会
が
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
公
費

助
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
の
た

め
、妊
婦
健
診
の
公
費
助
成
対
象
へ
「
胎

児
心
エ
コ
ー
検
査
」
を
追
加
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

●
こ
ど
も
局
長

　
胎
児
心
エ
コ
ー
検
査
へ
公
費
助
成
を

行
う
こ
と
で
妊
婦
の
経
済
的
・
精
神
的

負
担
軽
減
が
期
待
で
き
る
と
い
う
点
は

理
解
し
て
い
る
が
、
専
門
性
の
高
い
検

査
で
あ
り
、
実
施
で
き
る
医
療
機
関
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
に
検
査

が
必
要
な
ケ
ー
ス
へ
の
検
査
実
施
体
制

の
確
保
が
最
重
要
で
あ
る
。
制
度
化
に

当
た
っ
て
は
、
検
査
実
施
体
制
の
確
保
、

費
用
負
担
の
妥
当
性
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
課
題
を
整
理
し
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。
本
市
と
し
て
は
、
不

安
を
抱
え
る
妊
婦
へ
の
正
確
な
情
報
提

供
や
、
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
や
県
の
動
向
に
注
視
し
、

他
自
治
体
の
先
進
的
な
取
組
状
況
、
医

療
機
関
の
体
制
、
妊
婦
ニ
ー
ズ
等
を
総

合
的
に
把
握
し
な
が
ら
、胎
児
心
エ
コ
ー

検
査
へ
の
公
費
助
成
の
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
市
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制

度
（
地
域
貢
献
活
動
休
暇
）
の
導

入
に
つ
い
て

　
☆
市
民
の
健
康
増
進
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
た「
ピ
ッ

ク
ル
ボ
ー
ル
」
の
普
及
促
進
と
環

境
整
備
に
つ
い
て

●
小
林
議
員

　

本
年
６
月
末
か
ら
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
空
調
の
故
障
に
よ
り

約
３
か
月
間
の
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

市
民
生
活
や
学
習
、
図
書
館
利
用
等
に

大
き
な
影
響
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
事

態
を
防
ぐ
た
め
、
点
検
結
果
や
経
年
劣

化
・
故
障
履
歴
な
ど
の
記
録
を
活
用
し
、

予
防
保
全
計
画
の
見
直
し
と
計
画
的
な

設
備
更
新
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
故

障
時
で
も
全
館
休
館
と
な
ら
な
い
よ
う
、

個
別
空
調
な
ど
分
散
型
設
備
の
導
入
を

含
め
、
施
設
機
能
を
維
持
す
る
取
組
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
各
施
設
の
法
定
点
検
の
委
託
や
結
果

の
取
り
ま
と
め
を
包
括
管
理
事
業
者
が

実
施
す
る
こ
と
で
、
速
や
か
な
管
理
が

可
能
と
な
り
、
定
期
点
検
や
修
繕
結
果

と
併
せ
、
情
報
共
有
が
容
易
化
し
、
今

後
の
更
新
計
画
等
に
生
か
せ
る
と
考
え

る
。

　
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
休

館
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
に
ご
不
便
を

お
掛
け
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
今

回
の
よ
う
な
電
子
部
品
の
故
障
は
、
法

定
点
検
で
異
常
が
な
く
と
も
予
兆
な
く

発
生
し
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難
だ

が
、
設
備
の
更
新
計
画
は
、
経
過
年
数

等
も
考
慮
し
、
施
設
所
管
課
で
検
討
し

て
い
く
。

　
全
館
一
括
型
か
ら
個
別
型
の
空
調
方

式
へ
の
変
更
は
大
規
模
な
増
設
工
事
等

を
伴
う
場
合
が
あ
る
。
不
具
合
発
生
時

に
市
民
の
皆
様
へ
の
影
響
が
少
な
い
よ

う
、
施
設
所
管
課
で
様
々
な
視
点
で
検

討
を
進
め
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
環
境
の

改
善
と
広
域
避
難
体
制
の
整
備
に

つ
い
て

　
☆
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
を
契
機
と
し

た
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
推
進

に
つ
い
て
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直井　高宏

水
道
施
設
の
更
新
計
画
に
つ
い
て

中山　治

本
市
に
お
け
る
高
齢
化
の
現
状
と

地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て

●
直
井
高
宏
議
員

　
市
民
に
安
定
し
た
水
道
水
を
供
給
す

る
に
は
、
配
水
区
域
の
末
端
に
お
い
て
、

複
数
方
向
か
ら
給
水
で
き
る
環
状
・
網

目
状
の
管
路
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

例
え
ば
青
木
地
区
は
久
保
浄
水
場
配
水

区
の
末
端
に
位
置
し
、
長
渡
呂
地
区
か

ら
の
片
送
り
配
管
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

地
震
や
事
故
に
よ
る
破
損
時
に
は
広
範

囲
の
断
水
が
懸
念
さ
れ
る
。
豊
体
地
区

方
面
か
ら
も
供
給
で
き
る
管
路
整
備
を

行
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
は
今
後
ど
の

よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

●
都
市
建
設
部
長

　
本
市
で
は
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
水
道

施
設
更
新
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
浄

水
場
施
設
、
管
路
施
設
、
ま
た
災
害
時

の
指
定
避
難
所
や
防
災
拠
点
と
な
る
施

設
に
対
し
、
更
新
及
び
配
水
管
の
耐
震

化
等
の
実
施
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
一
部
の
地
域
に
お
い
て
片
送

り
で
供
給
し
て
い
る
主
要
な
配
水
管
に

つ
い
て
は
、
漏
水
に
よ
る
被
害
の
大
き

さ
や
、
長
時
間
の
断
水
に
伴
う
地
域
住

民
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
道
路
整
備
事

業
に
併
せ
て
配
水
管
の
整
備
を
行
う
な

ど
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
な
が
ら
片
送
り

の
解
消
を
進
め
て
い
る
。

　
災
害
時
に
お
い
て
も
、
被
害
範
囲
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
へ
安
定
し
た
水

道
水
の
供
給
に
向
け
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
。

●
市
長

　
青
木
地
区
は
非
常
に
優
先
度
の
高
い

地
区
で
あ
り
、
重
要
な
事
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
配
水
管
路
の

多
重
化
を
進
め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
橋
梁
の
計
画
的
な
維
持
管
理
と
災

害
対
策
に
つ
い
て

●
中
山
議
員

　
本
市
は
現
在
人
口
約
５・４
万
人
、
高

齢
化
率
26
・
１
％
。
み
ら
い
平
地
区
は

人
口
が
増
加
し
て
い
る
が
、
伊
奈
・
谷

和
原
の
既
存
８
地
区
は
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
進
み
、
自
動
車
を
運
転
で
き
な

い
高
齢
者
の
買
い
物
・
通
院
の
移
動
手

段
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
・
高
齢
者

利
用
割
合

②
運
行
本
数
や
利
便
性
の
課
題
と
日
常

移
動
手
段
確
保
へ
の
考
え

③
運
転
士
不
足
や
他
市
事
例
を
踏
ま
え

た
デ
マ
ン
ド
交
通
拡
充
等
今
後
の
施

策
に
つ
い
て

●
都
市
建
設
部
長

①
令
和
７
年
度
の
利
用
状
況
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
７
６
，
９
１
３

人
、
年
代
別
の
集
計
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
高
齢
者
の
乗
車
券
申
請
件
数

は
令
和
５
年
度
と
比
較
す
る
と
約
２・

５
倍
。
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
は

８
，
３
８
９
人
、
約
７
割
が
高
齢
者

で
あ
る
。

②
利
用
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

課
題
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え

ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
。
市
民
の
声

に
向
き
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

再
編
時
に
は
効
率
的
な
ル
ー
ト
・
ダ

イ
ヤ
の
見
直
し
、
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
増
車
や
予
約
方

法
の
改
善
な
ど
検
討
を
重
ね
る
。

③
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
現

在
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
増
車

に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
い
る
。
先

進
事
例
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
誰
も

が
移
動
で
き
る
持
続
可
能
な
交
通
体

系
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
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中島　督仁

職
員
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

本間　真由美

認
可
保
育
施
設
の
入
所
手
続
き
の
改
善
及
び

海
外
在
住
児
童
の
一
時
帰
国
を
含
む
里
帰
り

児
の
受
入
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

●
中
島
議
員

　
社
会
全
体
で
働
き
方
が
変
化
す
る
中
、

職
員
が
健
康
で
意
欲
を
も
っ
て
安
心
し

て
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
が
重
要
だ

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る

働
き
方
に
つ
い
て
、
時
間
外
勤
務
や
離

職
状
況
な
ど
現
状
を
伺
う
。

　
ま
た
、
職
員
が
安
心
し
て
長
く
働
け

る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
材
の
確
保
・
定
着
や
業
務
の
効
率
化

な
ど
が
期
待
で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
職

員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
及
び
今
後
の
取
組
を
伺

う
。

●
総
務
部
長

　
職
員
の
令
和
５
～
７
年
度
の
平
均
超

過
勤
務
時
間
は
、
年
間
約
89
時
間
で
あ

る
。
退
職
率
は
約
４
％
で
、
他
自
治
体

と
同
程
度
の
水
準
で
あ
る
。

　
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
に
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
充
実
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
環
境
整
備

が
重
要
で
あ
り
、
取
組
と
し
て
、
時
差

出
勤
・
在
宅
勤
務
、
有
給
休
暇
の
取
得

促
進
、
週
２
回
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
等
を

設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
つ
い
て
は
、「
市
職
員
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
き
、
職
員
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
業
務
改
善
の
提
案
や
意
見

交
換
の
ほ
か
、
全
職
員
か
ら
改
善
案
を

募
集
し
、
各
課
で
検
討
す
る
全
庁
的
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
職
員
が
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
充
実
に
努
め
る
。

●
本
間
議
員

　
み
ら
い
平
駅
周
辺
の
人
口
増
や
共
働

き
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
認
可
保
育
施

設
へ
の
入
所
希
望
が
多
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
他
自
治
体
で
は
年
度
途
中
の

入
所
も
一
次
受
付
か
ら
申
し
込
め
る
入

所
予
約
制
な
ど
を
導
入
し
、
復
職
時
期

を
見
越
し
た
柔
軟
な
仕
組
み
を
整
え
て

い
る
。
保
護
者
の
円
滑
な
職
場
復
職
の

後
押
し
や
、
市
民
の
声
に
応
え
る
観
点

か
ら
も
、
年
度
途
中
の
入
所
手
続
き
に

つ
い
て
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
年
度
途
中
に
お
け
る
保
育
施
設
入

所
手
続
き
の
改
善
に
つ
い
て
市
の
見
解

を
伺
う
。

●
こ
ど
も
局
長

　
過
去
、
本
市
で
も
入
所
予
約
制
を
導

入
し
た
が
、
優
先
的
に
利
用
が
必
要
な

児
童
の
入
所
を
圧
迫
し
、
ま
た
事
業
者

負
担
増
を
招
い
た
た
め
、
平
成
29
年
度

か
ら
現
行
方
式
へ
変
更
し
た
。

　
保
護
者
の
精
神
的
負
担
軽
減
と
円
滑

な
職
場
復
帰
支
援
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

も
早
期
の
利
用
調
整
や
早
急
な
結
果
通

知
等
の
改
善
、
復
職
時
期
条
件
の
緩
和

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
現
行
の
利

用
調
整
方
法
を
基
本
に
、
通
知
期
間
短

縮
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
通
知
等
を
視
野

に
入
れ
、
利
用
希
望
者
の
利
便
性
向
上

と
施
設
側
の
受
入
準
備
期
間
確
保
を
両

立
で
き
る
、
よ
り
効
果
的
で
迅
速
な
入

所
通
知
方
法
の
導
入
を
目
指
し
、
他
自

治
体
事
例
も
参
考
に
調
査
・
研
究
を
進

め
る
。
ま
た
、
保
護
者
が
安
心
し
て
復

職
準
備
を
行
え
る
よ
う
、
利
用
案
内
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
、
電

話
・
窓
口
相
談
対
応
の
充
実
に
も
努
め

る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
要
件
の

見
直
し
に
つ
い
て

　
☆「
み
ら
い
り
ん
ぞ
う
」の
使
用
申
請

手
続
き
の
電
子
化
と
活
用
推
進
に

つ
い
て



15 つくばみらい市議会だより

古川　よし枝

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
へ
の

助
成
に
つ
い
て

マクキム 洋子

公
共
施
設
包
括
管
理
事
業
の

運
用
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

●
古
川
議
員

　
こ
れ
ま
で
、
市
の
調
査
で
約
14・３
％

が
聞
こ
え
方
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
が
、
補
聴
器
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
・
調
整
が
煩

わ
し
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
購
入
後
の

継
続
的
装
着
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の
購
入
費
へ
の

助
成
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
市
の
見

解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
同
様
、

県
内
で
も
4
割
、
17
自
治
体
に
補
助
制

度
が
広
が
り
、
１
，
１
４
０
人
を
超
え

る
方
が
助
成
を
受
け
て
補
聴
器
を
購
入

す
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
再
度
、

市
の
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
が
ど

う
か
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
は
自

治
体
間
で
様
々
な
制
度
が
存
在
す
る
が
、

購
入
に
対
す
る
経
済
的
支
援
だ
け
で
な

く
、
補
聴
器
を
適
切
か
つ
継
続
的
に
使

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
支
援
体
制
や
制

度
設
計
、
事
業
効
果
等
を
含
め
、
総
合

的
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
高
齢
者
の
難
聴
対
策
は
、
介
護
予
防

や
社
会
参
加
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
一
方
で
、

自
治
体
間
で
支
援
の
格
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
に
よ
る
全
国
的
な
制

度
の
整
備
が
望
ま
し
く
、
全
国
市
長
会

で
は
国
に
対
し
、
補
聴
器
購
入
費
に
対

す
る
全
国
的
な
支
援
制
度
の
創
設
を
要

望
し
て
い
る
。
本
市
も
国
の
動
向
を
注

視
し
、
他
自
治
体
事
例
や
事
業
効
果
を

踏
ま
え
、
本
市
に
お
け
る
「
聞
こ
え
の

支
援
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

●
マ
ク
キ
ム
議
員

・
令
和
７
年
４
月
に
導
入
し
た
、
55
施

設
の
公
共
施
設
包
括
管
理
業
務
委
託
に

つ
い
て
、
１
年
目
の
成
果
と
現
状
を
伺

う
。

・
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
長

期
休
館
を
教
訓
と
し
て
、
故
障
の
未
然

防
止
、
修
繕
手
続
の
迅
速
化
、
突
発
的

な
休
館
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
確
実
な

情
報
伝
達
体
制
の
強
化
策
を
伺
う
。

・
事
業
者
の
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
維
持
管
理
体
制
の
強
化
と
、

盗
難
事
例
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
の
防

犯
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
組
を
伺

う
。

●
総
務
部
長

　
本
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
職
員
の
事

務
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
各
種
点
検
や
修

繕
の
情
報
が
集
約
さ
れ
た
。
ま
た
、
巡

回
に
よ
る
定
期
点
検
で
施
設
の
安
全
性

が
向
上
し
た
ほ
か
、
24
時
間
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
よ
り
、
不
具
合
発
生
時
に
は

迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
施
設
所
管
課
、
指
定
管
理
者
、

包
括
管
理
事
業
者
間
で
常
に
情
報
共
有

し
、
引
き
続
き
綿
密
な
連
携
で
対
応
を

行
う
。

　
ま
た
、
予
期
せ
ぬ
休
館
時
は
、
施
設

所
管
課
を
中
心
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め

と
す
る
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
迅
速
・
確

実
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

　
故
障
回
避
や
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
施
設
所
管
課
と
包
括
管
理
事
業

者
間
で
協
議
、
検
討
す
る
。
点
検
・
修

繕
計
画
は
修
繕
、
点
検
の
蓄
積
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
い
く
。
今
後
も
よ
り
効
果

的
な
維
持
管
理
体
制
の
構
築
を
検
討
し

て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
☆
地
域
防
犯
活
動
を
支
え
る
行
政
の

役
割
に
つ
い
て
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予 算 要 望 内 容

　９月 29 日、つくばみらい市議会では、小田川市長に令和９年度予算編成・施策について、
下記の内容の要望書を手渡し、要望活動を行いました。
　なお、この要望書は、常任委員会ごとに委員長が取りまとめ作成したものです。

令和 9 年度令和 9 年度    予算編成に対する要望について予算編成に対する要望について

（総務常任委員会）

１　災害時調査のための先進技術の活用推進

２　市民協働における多文化共生と国際交流
の推進

３　消防団及び自主防災組織の強化

４　ふるさと納税や税外収入の強化

５　交通安全対策の推進と防犯対策の強化

６　市の魅力を発信する広報等の推進

７　投票所の増設と投票率向上の推進

８　効率的な行財政改革の推進

（教育民生常任委員会）

１　不登校支援の充実 

２　文化・芸術・スポーツ振興の強化 

３　ケアラー・ヤングケアラー支援の拡充 

４　学校教育改革と教職員の働き方改革の
推進 

５　教育環境の更なる充実と安全な通学路の
確保 

６　福祉・医療・介護の包括的な支援の充実 

７　障がい者の自立と地域共生への支援の
拡充 

８　保育・子育て支援の拡充

（経済常任委員会）

１　歴史公園周辺地区開発事業の推進

２　地域公共交通施策の推進

３　スマートＩＣ周辺の地域振興と観光施策
の推進及び渋滞の緩和

４　持続可能な水道事業及び雨水排水対策の
推進

５　農業施策の推進と生産物のブランド化・
スマート農業への支援及び商工業者への
振興支援

６　空き家・空き地対策及び利活用の推進

７　幹線道路・生活道路の整備促進及び市街
化区域の環境整備

８　温暖化対策の推進及び再生可能エネル
ギーの利用促進

正副議長と４常任委員長が市長に要望
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小小学生学生ののみなさんみなさんがが  議会議会  をを見学 !!見学 !!

　伊奈東小学校（渡邉校長）の６年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、つくばみらい市議会では、子どもたちに親しみやすい議会づくりに取り組んでおり、
その一環として小中学校単位での本会議見学を受け入れております。
　今後も、市民にとってより一層身近で親しみやすい市議会を目指してまいります。

伊奈東小学校　6年 1組

田
た な か

中 晴
は る み

深 さん
伊奈東小学校　6年２組　

久
く げ

下 涼
りょうこ

子 さん

議会をみて、分かったこと、思ったこと。 市議会見学をして
　私は、議会を見て「こんなに難しい話をして
いたんだな。」と思いました。つくばみらい市で
は、ろう朽化した水道をとりこわして、新しく
つくっていると聞いて、しっかりと整備してい
るのが分かりました。つくばみらい市では 20％
以上が高れい者と聞きおどろきました。バスの
本数が話していた通り、増えてくれることを願っ
ています。議会では、このような市の問題につ
いて話し合っていることを知りました。話し合
いのしかたは、思っていたより自分たちがして
いる話し合いと似ているところがありました。
これからもよりよい市をめざしてがんばってほ
しいです。

　市議会見学を通して、政治に興味をもつことが
できました。見学の時には、児童クラブの時には、
育休中の児童クラブの利用と、みらいりんぞうを
使用した市のＰＲについての会議を行っていま
した。市議会議員の皆さんや市の担当者の皆さん
が、真剣な表情で話合いを行っているのを見て、
つくばみらい市をさらに住みよいまちにしよう
としてくれているのが分かり、うれしい気持ちに
なりました。しかも、話し合われていたことが実
現されていて、市議会の力はすごいなと思うとと
もに、大切さを感じました。市議会を見学するこ
とはめったにないことだと思うので、この機会を
とてもありがたく思いました。

伊奈東小学校 6年 1組のみなさん 伊奈東小学校 6年 2組のみなさん
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■ 議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。

■ 傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢を記入していただくことで、
 　傍聴席に入場できます。

■ 議場の構造上、議会映像配信（ライブ配信・録画配信）において、
　 傍聴席が映り込む可能性があります。ご了承お願いします。

■ 市議会の傍聴について ■

傍聴者の守るべき

事項があります。

詳細は議会事務局に

お問い合わせ願います。

R

令和８年　第４回定例会

※日程等については、変更になる場合があります。なお、会
期日程は、議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）
で協議され、定例会初日の本会議で決定されますので、事
前に議会事務局までお問い合わせください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、議会事
務局でご覧いただけます。なお、最新の会
議録の公開開始は、各定例会終
了から概ね３か月後となりま
す。

◆ 本会議ライブ配信・録画配信 ◆
本会議の模様をインターネットを通して、
ご自宅・外出先等から YouTube のライブ
映像をご視聴できます。
また、つくばみらい市議会では、「市民に
身近な、開かれた議会」を目指し、ホーム
ページより録画の配信を行っています。そ
れぞれの映像の掲載期間は１年
となります。どうぞ、ご視聴く
ださい。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎、谷和原庁舎及びみ
らい平市民センターのロビーに設置してあ
るテレビで、本会議の様子を生中継してい
ます。どうぞ、ご視聴ください。

◆ 音声による議会だより ◆
ホームページでは音声による議会だよりの
配信を行っています。音声は、ボランティ
ア団体『朗読グループかたくり』のご協力
で音声訳を作成しています。
また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由
な方々を対象に、無料で CD の
貸し出しをしています。ぜひ、
お聴きください。

ご意見ご感想をお寄せください！
「議会だより」についてのご意見・ご感想を
お寄せください。今後の本紙編集の参考に
させていただきます。また、議会について
のご意見等ありましたら併せてお聞かせく
ださい。 みらいりんぞう®

本会議
（閉会）

休会 休会

休会 本会議本会議
（一般質問）（一般質問）

予算決算
常任委員会
（補正予算）

休会 休会 教育民生
常任委員会

本会議本会議 経済常任
委員会

休会

休会休会

総務常任
委員会

本会議
（開会）

休会


